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centrifugation technique, 2) membrance-filter tech-




比髄液を他の検査に使用しうる ζ と， membrance
のま h，細胞を培養しうるととである．欠点として
は，たとえ溶かしたとしても membranceの破片が，









を行ない， cranialneedleから， spinal drainage用
のビニール管を cranialの方向へ送り込み，三方活栓
と注射器を操作することにより髄液を回転させる（図











例（germinoma5 , medulloblartoma 1 , pontine-
glioma 1 , ependymoma 1 , matastatic tumor 2 , 


















isomorphous ependymomaの初代培養で singlecel 




した. RGL-2系は invitroで bipolarな spindle
patternを示し，染色体数は低2倍体で， 3H-thymidine
を使用した chasemethord によるオートラヂオグラ
フィー で， Tc: 27hrs, TGI , 13hrs, Ts、9hrs, TG2 





た． ζの時期のオートラヂオクラフィ でーは， RGL-
1系では， Tc: 26hrs, TGI : 9 hrs, Ts: llhrs, TG2 . 
2hrs, TM : 4 hrsで， また RGL-2系では， Tc:26 





























lOμg/ml, 50μg/mlと 1μciの 3Hthymidine, 3H-





れず蛋白合成lζ対する影響は軽微であった in vitro 
の実験では皮下移殖腫蕩の大きさを経時的に計測する
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をもとに脳腫蕩の pH4.5, 6.0, 7.8活性を測定したと
ζろいずれの活性も高値であったが，特lζpH7.8活




















HPN), 4-Hydroxyaaminoquinorine-1-oxide (4-HAQ 
O〕の両者を ENUの対照群 とし 3Hthymidineと
DNAの Tncorporationを指標として検討した．
1. 方法動物は妊娠 18日目，体重 260g前後の
Wistar ratsを用い ENUは 50mg/kg, DHPNは
2000mg/kg, 4-HAQOは 7mg/kgを股静脈より投
与し， 3H-Thymidineは体重 lgあたり 1μCi腹腔内
投与，投与後2時間で sacrificeした．
2. 結果： Carcinogen投与後4時間では ENU,
DHPN, 4-HAQOの各群で FetalBrainのDNAの
合成は Control群の lmgDNAあたりの cpmを
100%とすると，それぞれ12.3%,14.4%, 12.7%，と
大差なく著明な DNA合成阻害を見た． 次 iζDNU

















































































































































































cal lζは fatalであることと対照的である． 病理学的
lとも，器官の変化は著明でなく， demyelinationの像
が認められるのが特徴としている．以上，私達は，放
500 日外宝第46巻第4号 （昭和52年7月）
射線療法後，一過性IC神経症状を来し， Lampert等の
言う，いわゆる；.early”delayedreactionと考えられ
る2例を経験したので報告した．
特別講演：環状 nucleotidesとCa
神戸大学生化学
西塚泰美
Cyclic A¥IPは最初ホルモン作用の伝達物質として
見出されたが，今では広く天然に存在し，広範な生命
現象に深い関わりをもっととが知られている．その多
岐多彩な作用の本質i；，癌細胞に対する増殖抑制作用
や固有形態の発現作用にみるように，細胞のもつ本来
の分化機能を発慢させ，適応へと導く調節物質とみな
すことができるであろう．こうした CyclicA¥,!Pの
作用｜ぞ桃！i，今日全貌が解明されたとはいえないか，
細胞内ではある種の蛋白質燐酸化酵素を活性化させ，
その働きによって数多くの酵素や蛋白質を燐酸化し，
中間代謝や細胞機能を一斉K調節してゆくと考えられ
ている．それは丁度，外界よりの電波（情報や環偵の
変化） をアンテナ（受容体）が識別感知し，とれを増
巾拡大してゆく真空管の働きに警える乙とが出来る．
一方， CyclicAMPと類似する CyclicGMPは，ア
セチルコリンによって増量し，細胞増殖時にはCyclic
AMPと逆の動向を示すととから生理活性は cyclic
AMPと相対するものと想像されている． しかし，
cyclic GMP にはそれ固有の積極的な生理活性は認め
られず，作用機序もまた明らかではない． 他方，とれ
らの環状タクレオチドと並んで，カルシウムが第3の
情報伝達物質である可能性がにわかに脚光をあびてい
る．私共の最近の解析の結果， cyclicGMPとカルシ
ウムとはいづれもが， cyclicAMPとは異なった様式
でそれぞれに対応する蛋白質燐酸化酵素を活性化し，
それらの力を借りて cyclicAMPと同様，細胞内の
諸機能を調節している可能性が明らかになりつつあ
る．したがって細胞内には外界の変化を的確に把握
し， ζれに迅速に適応，応答してゆくための情報伝達
系が幾重にも発達していると恩われ，それらの化学的
基盤を提示したい．脳神経系においてはとれらの物質
は，シナプスでの刺激伝達の直接の担い手というより
は，複雑多彩な神経組織の固有の形態や分化機能の維
持lζ必須不可欠の役割を果しているのであろう．
